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(57)【要約】
【課題】簡単な構成で、外気温度が低い場合におけるエ
ンジン始動初期にエンジン冷却水を用いて車室内の暖房
を行う際に、エンジン冷却水の温度を急速に上昇させる
ことができる車両用空調装置を提供すること。
【解決手段】水用熱交換手段は前記ウォータジャケット
と前記ヒータコア８ａとの間を流れるエンジン冷却水を
流す水用熱交換器（第１，第２の水用熱交換器２６，２
７の少なくとも一方）を備え、第２の外部熱交換器１８
は水用熱交換器（第１，第２の水用熱交換器２６，２７
の少なくとも一方）内のエンジン冷却水を加熱可能に設
けられている。その上、、第１の外部熱交換器１２と第
１の膨張手段又は減圧手段１４側への第１流れと、第２
の外部熱交換器１８から最終外部熱交換手段への第２流
れと、第２の外部熱交換器１８から第１の膨張手段又は
減圧手段１４側への第３流れとを切り換える第２の電磁
切換手段（四方電磁切換弁４０）が設けられている。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒を、エンジン駆動される圧縮機，車室外の冷媒凝縮用の第１の外部熱交換器，第１
の膨張手段又は減圧手段，車室内の空気冷却及び液体冷媒蒸発用の内部熱交換器の順に循
環させる冷房用冷媒循環回路と、
　エンジン冷却水をエンジンのウォータジャケットと車室内のヒータコアとの間で循環さ
せる暖房用冷却水循環回路と、
　前記第１の外部熱交換器及び前記内部熱交換器と並列に前記圧縮機に接続されたバイパ
ス流路と、
　前記圧縮機の冷媒吐出口を前記第１の外部熱交換器と前記バイパス流路とのいずれかに
切り換え連通させる電磁切換弁と、
　前記ウォータジャケットと前記ヒータコアとの間に流路途中に介装された水用熱交換手
段及び前記バイパス流路の途中に設けられて前記水用熱交換手段との間で熱の授受を行う
冷媒用熱交換手段を有する水加熱用熱交換手段と、
　前記エンジン冷却水の温度を検出して温度信号を出力する水温検出センサと、
　前記エンジン駆動時の前記エンジン冷却水の温度が所定値以下のときに前記圧縮機を作
動させると共に前記電磁切換弁を作動制御して前記圧縮機の冷媒吐出口を前記バイパス流
路に連通させる制御手段とを備えると共に、
　前記冷媒用熱交換手段は、前記バイパス流路の途中に設けられた冷媒凝縮用の第２の外
部熱交換器と、前記第２の外部熱交換器からの液体冷媒を蒸発させて前記圧縮機に戻す最
終外部熱交換手段を備える車両用空調装置であって、
　前記水用熱交換手段は前記ウォータジャケットと前記ヒータコアとの間を流れるエンジ
ン冷却水を流す水用熱交換器を備え、前記第２の外部熱交換器は前記水用熱交換器内のエ
ンジン冷却水を加熱可能に設けられていると共に、
　前記第１の外部熱交換器と前記第１の膨張手段又は減圧手段側への第１流れと、前記第
２の外部熱交換器から前記最終外部熱交換手段への第２流れと、前記第２の外部熱交換器
から前記第１の膨張手段又は減圧手段側への第３流れとを切り換える第２の電磁切換手段
が設けられていることを特徴とする車両用空調装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の車両用空調装置において、
　前記第１の外部熱交換器と前記第１の膨張手段又は減圧手段との間の流路を第１流路と
し、前記第２の外部熱交換器から前記最終外部熱交換手段への流路を第２流路としたとき
、前記第２の電磁切換手段は前記第１，第２流路の途中に介装された第２の電磁切換弁で
あることを特徴とする車両用空調装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の車両用空調装置において、
　前記水用熱交換器は前記ウォータジャケットから前記ヒータコアにエンジン冷却水を流
す流路途中に設けられていることを特徴とする車両用空調装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一つに記載の車両用空調装置において、前記最終外部熱交換手
段は、前記第２の外部熱交換器からの液体冷媒の放熱をさせて低温の液体冷媒にする第３
の外部熱交換器と、前記第３の外部熱交換器から吐出される液体冷媒を低圧にする第２の
膨張手段又は減圧手段と、前記第２の膨張手段又は減圧手段で低圧にされた液体冷媒を前
記第３の外部熱交換器からの熱で加熱して蒸発可能に前記第３の外部熱交換器と一体に設
けられた第４の外部熱交換器を備えることを特徴とする車両用空調装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の車両用空調装置において、
　前記水用熱交換手段は前記ウォータジャケットから前記ヒータコアにエンジン冷却水を
流す流路途中に設けられた第１の水用熱交換器及び前記ヒータコアから前記ウォータジャ
ケットにエンジン冷却水を流す流路途中に設けられた第２の水用熱交換器を備え、
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　前記第１の水用熱交換器内のエンジン冷却水は前記第２の外部熱交換器で加熱可能に設
けられ、前記第２の水用熱交換器内のエンジン冷却水は前記最終外部熱交換手段内の冷媒
を加熱可能に設けられていると共に、
　前記第１の外部熱交換器と前記第１の膨張手段又は減圧手段との間の流路を第１流路と
し、前記第２の外部熱交換器から前記最終外部熱交換手段への流路を第２流路としたとき
、前記第１，第２流路を連通させる第３流路が更に設けられ、且つ、
　前記第２の電磁切換手段は、前記第１流路途中と前記第３流路との間に介装された第２
の電磁切換弁および前記第２流路の途中と前記第３流路との間に介装された第３の電磁切
換弁を有することを特徴とする車両用空調装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、エンジン冷却水を利用して車室内を暖房可能に設けた車両用空調装置に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、車両用空調装置は、エンジン冷却水を利用した暖房装置および冷媒による冷凍
サイクルを利用した冷房装置を設けた車両用空調装置を備えているのが普通である。
【０００３】
　この暖房装置では、車室内の暖房時に、エンジン冷却水をエンジンのウォータジャケッ
トと車室内空調用のヒータコア（車室内熱交換器）との間で循環させると共に、車室内の
空気をヒータコアを通過させ車室内に吹出口から吹き出させるようにして、この空気をヒ
ータコア内を流れるエンジン冷却水で暖めることにより、車室内を暖房可能に設けたもの
が知られている。
【０００４】
　このような車両用空調装置により冬期に車室内の暖房を行う場合、エンジン冷却水の水
温が充分に上昇するまでは車室内に吹き出される空気の温度が低いと、乗員には快適では
なかった。
【０００５】
　これの解消方法としては、外気温度が低い場合におけるエンジン始動初期に冷房装置を
作動させると共に、この冷房装置の圧縮機で圧縮される圧縮冷媒の熱を利用してエンジン
冷却水を加熱して、加熱されたエンジン冷却水をヒータコアに供給することにより、ヒー
タコアで車室内の空気を暖める冷却水式の暖房方法が知られている（例えば、特許文献１
参照）。
【０００６】
　また、他の解消方法としては、外気温度が低い場合におけるエンジン始動初期に冷房装
置を作動させると共に、この冷房装置の圧縮機で圧縮される圧縮冷媒の熱で車室内の空気
を直接加熱するようにしたヒートポンプ式の暖房方法も考えられる。なお、以下の説明で
は、冷房装置によるヒートポンプ式の暖房方法を冷房装置のヒートポンプ運転として用い
る。
【０００７】
　このヒートポンプ運転する方法では、圧縮機で圧縮された圧縮冷媒の熱で車室内の空気
を加熱する際、圧縮冷媒から熱が奪われて圧縮冷媒が凝縮して高圧凝縮冷媒になる。この
ため、再び冷媒を圧縮機で圧縮させるには、凝縮冷媒を膨張手段又は減圧手段で膨張させ
て低圧凝縮冷媒にした後、熱交換器で低圧凝縮冷媒に吸熱させることにより、低圧凝縮冷
媒をガス化させて冷媒ガスにする必要がある。
【０００８】
　この熱交換器で低圧凝縮冷媒に吸熱させる際には、熱交換器の周囲の空気の温度の熱が
奪われて、熱交換器の周囲の空気の温度が低下する。従って、低圧凝縮冷媒を熱交換器で
冷媒ガスにする際に車室内の暖房に影響を与えないようにするために、熱交換器には車室
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外に配設された外部熱交換器を用いる必要がある。このため、冷房装置をヒートポンプ運
転する方法では、外気温度が低くなるほど、圧縮冷媒の熱による車室内の空気の加熱量を
増加させる必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開平８－３１０２２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、冷却水式の暖房方法では、外気温度が低い場合におけるエンジン始動初
期の車室内暖房を快適に行うために、複数の熱交換器や多数の逆止弁，多数の電磁弁等を
車両用空調装置（空調システム）に用いる必要があり、車両用空調装置の部品点数が増加
や重量の増大を招き易い構造ととなり、製品コストの上昇が否めないものであった。しか
も、この部品点数が増加は、車両用空調装置の構造を複雑に且つ大型化させると共に、車
両用空調装置に用いられる冷媒の使用量を増加するので、好ましいものではない。その上
、車両用空調装置の構造が大型化するので、熱交換器を設置することが困難な場合もある
。
【００１１】
　また、冷房装置のヒートポンプ運転では、外部熱交換器を用いて外気から圧縮冷媒に吸
熱させるために、外気温度が低くなるに従って、冷媒への吸熱量が減少するものであった
。このため、冷房装置をヒートポンプ運転する方法では、外気温度が低くなるに従って、
暖房能力が低下する傾向があった。
【００１２】
　しかもこの冷房装置をヒートポンプ運転する方法では、外部熱交換器により低圧凝縮冷
媒が外気から吸熱するため、外気温度（換言すれば低圧凝縮冷媒の蒸発温度）によっては
空気中に含まれる水分が外部熱交換器に結露・着霜し、外部熱交換器の熱交換機能が阻害
されることは避けられないものであり、対策が必要となる。
【００１３】
　そこで、この発明は、簡単な構成で、外気温度が低い場合におけるエンジン始動初期に
エンジン冷却水を用いて車室内の暖房を行う際に、エンジン冷却水の温度を急速に上昇さ
せることができる車両用空調装置を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　この目的を達成するため、この発明は、冷媒を、エンジン駆動される圧縮機，車室外の
冷媒凝縮用の第１の外部熱交換器，第１の膨張手段又は減圧手段，車室内の空気冷却及び
液体冷媒蒸発用の内部熱交換器の順に循環させる冷房用冷媒循環回路と、
　エンジン冷却水をエンジンのウォータジャケットと車室内のヒータコアとの間で循環さ
せる暖房用冷却水循環回路と、
　前記第１の外部熱交換器及び前記内部熱交換器と並列に前記圧縮機に接続されたバイパ
ス流路と、
　前記圧縮機の冷媒吐出口を前記第１の外部熱交換器と前記バイパス流路とのいずれかに
切り換え連通させる電磁切換弁と、
　前記ウォータジャケットと前記ヒータコアとの間に流路途中に介装された水用熱交換手
段及び前記バイパス流路の途中に設けられて前記水用熱交換手段との間で熱の授受を行う
冷媒用熱交換手段を有する水加熱用熱交換手段と、
　前記エンジン冷却水の温度を検出して温度信号を出力する水温検出センサと、
　前記エンジン駆動時の前記エンジン冷却水の温度が所定値以下のときに前記圧縮機を作
動させると共に前記電磁切換弁を作動制御して前記圧縮機の冷媒吐出口を前記バイパス流
路に連通させる制御手段とを備えると共に、
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　前記冷媒用熱交換手段は、前記バイパス流路の途中に設けられた冷媒凝縮用の第２の外
部熱交換器と、前記第２の外部熱交換器からの液体冷媒を蒸発させて前記圧縮機に戻す最
終外部熱交換手段を備える車両用空調装置であって、
　前記水用熱交換手段は前記ウォータジャケットと前記ヒータコアとの間を流れるエンジ
ン冷却水を流す水用熱交換器を備え、前記第２の外部熱交換器は前記水用熱交換器内のエ
ンジン冷却水を加熱可能に設けられていると共に、
　前記第１の外部熱交換器と前記第１の膨張手段又は減圧手段側への第１流れと、前記第
２の外部熱交換器から前記最終外部熱交換手段への第２流れと、前記第２の外部熱交換器
から前記第１の膨張手段又は減圧手段側への第３流れとを切り換える第２の電磁切換手段
が設けられている車両用空調装置としたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　この構成によれば、簡単な構成で、外気温度が低い場合におけるエンジン始動初期にエ
ンジン冷却水を用いて車室内の暖房を行う際に、エンジン冷却水の温度を急速に上昇させ
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】この発明に係る車両用空調装置の概略配管図である。
【図２】図１の空調ユニットの説明図である。
【図３】図１の空調装置の作用説明図である。
【図４】図１の空調装置の他の作用説明図である。
【図５】図１に示した空調装置の制御回路図である。
【図６】この発明に係る車両用空調装置の他の例を示す概略配管図である。
【図７】図６の空調装置の作用説明図である。
【図８】図６の空調装置の他の作用説明図である。
【図９】図６に示した空調装置の制御回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、この発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
[構成]
　図１において、１は車両（自動車）の車室、２は車両のエンジンルーム、３はエンジン
ルーム２内に配設された水冷式のエンジンである。このエンジン３には、エンジン冷却の
ためのエンジン冷却水を流す周知のウォータジャケット（図示せず）が設けられている。
【００１８】
　また、車室１の前部に設けられたインストルメントパネル（図示せず）内には、車両用
空調装置（車両用空調システム）４の空調ユニット５が配設されている。
＜空調ユニット５＞
　この空調ユニット５は、図２に示したように、ブロワユニット６，クーラユニット７，
ヒータユニット８を備えている。　尚、空調ユニット５のクーラユニット７，ヒータユニ
ット８内には、ブロワユニット６から送風される空気が流れる一連の風路５ａが形成され
ている。
【００１９】
　ブロワユニット６は、ブロワ（送風ファン阿）６ａを有すると共に、インテークユニッ
ト６ｂを有する。このインテークユニット６ｂは、外気取入口６ｂ１と内気取入口６ｂ２
を有すると共に、外気取入口６ｂ１と内気取入口６ｂ２の開閉用のインテークドア６ｃを
有する。このインテークドア６ｃは、モータ等のドア駆動装置（ドア駆動手段）６ｃ１に
より駆動（回動）させられて、外気取入口６ｂ１と内気取入口６ｂ２の開閉又は開度を調
整し、車室外の外気と車室内の内気との流量吸込量を調整可能に設けられている。
【００２０】
　そして、この外気取入口６ｂ１から取り入れられた外気または内気取入口６ｂ２から取
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り入れられた内気、或いは外気取入口６ｂ１及び内気取入口６ｂ２から取り入れられた外
気と内気の混合された空気は、ブロワ（送風ファン）６ａによりクーラユニット７へ送風
されるようになっている。
【００２１】
　このクーラユニット７には冷房用冷媒が循環するエバポレータ（空気冷却用の内部熱交
換器、内部蒸発器）７ａが設けられている。そして、ブロワユニット６により送風される
取入空気は、エバポレータ７ａの図示しないエア通路を通過する際に、エバポレータ７ａ
が熱交換により冷却することができるようになっている。そして、このエバポレータ７ａ
を通過した空気はヒータユニット８へ送られるようになっている。
【００２２】
　尚、このエバポレータ７ａの上流側（即ちブロワ６ａとエバポレータ７ａとの間）には
、風路５ａの下部を開閉する風路調整ドア７ｂが設けられている。この風路調整ドア７ｂ
はモータ等の駆動装置（駆動手段）７ｂ１により駆動（回動）させられるようになってい
る。
【００２３】
　ヒータユニット８内には、エンジンの冷却水が循環するヒータコア（空気加熱用の内部
熱交換器）８ａが設けられている。また、ヒータコア８ａの側部（図では下部）には当該
ヒータコア８ａを迂回するバイパス風路８ｂが設けられ、またヒータコア８ａの前面には
ミックスドア８ｃが設けられている。そして、このミックスドア８ｃは、モータ等のドア
駆動装置（ドア駆動手段）８ｃ１により駆動（回動）されられて、ヒータコア８ａの上流
側の図示しないエア通路（エア風路）の開度を調節することにより、ヒータコア８ａのエ
ア通路内を流れる空気の量とバイパス風路８ｂを流れる空気の量との比率を調節できるよ
うになっている。
【００２４】
　このヒータコア８ａの下流には混合室８ｄが形成され、この混合室８ｄには室内のデフ
ロストグリル、ベントグリル及びフットグリルへそれぞれ連通する吹出口８ｅが設けられ
ている。
＜冷媒循環回路＞
　車両用空調装置４は、冷房用の冷媒循環回路９と、冷却水循環回路１０を有する。この
冷媒循環回路９は、冷房用の冷凍サイクル（即ち冷房サイクル）を行わせる冷房冷媒循環
回路（第１の冷媒循環回路）９ａと、冷却水加熱用の冷凍サイクル（暖房用加熱サイクル
）を行わせる冷媒循環回路（第２の冷媒循環回路）９ｂを有する。
（冷房冷媒循環回路９ａ）
　この冷房冷媒循環回路９ａは、エンジン駆動される圧縮機１１と、一端が圧縮機１１の
図示しない冷媒出口（冷媒出口側）に接続された第１の冷房冷媒配管１１ａと、この第１
の冷房冷媒配管１１ａの他端に接続され且つ車室１外に配設された冷媒凝縮用の第１の外
部熱交換器１２を有する。
【００２５】
　また、冷房冷媒循環回路９ａは、冷媒入口（図示せず）が第１の外部熱交換器１２の冷
媒出口（図示せず）に接続されたリキッドタンク１３と、高圧の液体冷媒を膨張させて低
圧の液体冷媒にさせる第１の膨張手段又は減圧手段１４を有する。このリキッドタンク１
３の冷媒出口（図示せず）と第１の膨張手段又は減圧手段１４の冷媒入口（図示せず）と
を接続させる冷房冷媒配管１３ａが配設されている。
【００２６】
　この冷房冷媒配管１３ａは、一端がリキッドタンク１３の冷媒出口（図示せず）に接続
された第２の冷房冷媒配管１３ａ１と、一端が第１の膨張手段又は減圧手段１４の冷媒入
口（図示せず）に接続された第３の冷房冷媒配管１３ａ２を有する。
【００２７】
　また、冷房冷媒循環回路９ａは、第１の膨張手段又は減圧手段１４の冷媒出口（図示せ
ず）が接続された上述の空気冷却用のエバポレータ（内部熱交換器）７ａと、一端がエバ
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ポレータ７ａの冷媒出口（図示せず）に接続された第４の冷房冷媒配管７ａ１を有する。
【００２８】
　この第１の膨張手段又は減圧手段１４は、エバポレータ７ａの冷媒出口（図示せず）か
ら吐出（流出）する冷媒温度及び冷媒圧力を感知（検知）して、エバポレータ７ａの冷媒
入口（図示せず）に流入する液体冷媒の流量を負荷にあった冷媒流量になるように調整し
、即ちエバポレータ７ａの冷媒出口（図示せず）から吐出される（流出する）冷媒温度が
設定した目標の（所定の）温度・圧力の加熱蒸気になるように、エバポレータ７ａの冷媒
入口（図示せず）に流入する液体冷媒の流量を調整するようになっている。この構成には
、周知の構成を採用できるので、その詳細な説明は省略する。この冷房冷媒循環回路に適
用される膨張手段とは例えば膨張弁であり、減圧手段とは例えば冷房冷媒配管１１ａの流
路を絞るオリフィスである。
【００２９】
　更に、冷房冷媒循環回路９ａは、第４の冷房冷媒配管７ａ１の他端に冷媒入口（図示せ
ず）が接続された第１の一方向弁（第１のチェックバルブ）１５と、この第１の一方向弁
１５の冷媒出口（図示せず）に一端が接続された第５の冷房冷媒配管１５ａと、この第５
の冷房冷媒配管１５ａと圧縮機１１の冷媒入口（図示せず）を接続する気液分離用のアキ
ュームレータ１６等を備えている。
【００３０】
　そして、圧縮機１１から吐出される冷媒は、第１の冷房冷媒配管１１ａ，第１の外部熱
交換器１２，リキッドタンク１３，第２，第３の冷房冷媒配管１３ａ１，１３ａ２，第１
の膨張手段又は減圧手段１４，エバポレータ７ａ，第４の冷房冷媒配管７ａ１，第１の一
方向弁１５，第５の冷房冷媒配管１５ａ，アキュームレータ１６の順に流れた後に、圧縮
機１１に戻されて循環する第１の冷凍サイクルを繰り返すことができるようになっている
。
【００３１】
　この際、圧縮機１１は冷媒ガスを圧縮して高温高圧の圧縮冷媒（圧縮冷媒ガス）にし、
第１の外部熱交換器１２は圧縮冷媒の熱を外気に放熱して圧縮冷媒を冷却することにより
凝縮させて液体冷媒（凝縮冷媒、冷媒液）にし、リキッドタンク１３は液体冷媒を貯留し
、第１の膨張手段又は減圧手段１４はリキッドタンク１３からの高圧の液体冷媒を膨張さ
せて低圧の液体冷媒（凝縮冷媒）にするようになっている。
【００３２】
　この第１の膨張手段又は減圧手段１４からの液体冷媒は、エバポレータ７ａ内に供給さ
れて風路５ａ内の空気の熱を吸熱し（奪い）、風路５ａ内の空気を冷却する際に、蒸発さ
せられて冷媒ガスになる。この冷媒ガスは、第４の冷房冷媒配管７ａ１，第１の一方向弁
１５，第５の冷房冷媒配管１５ａ及びアキュームレータ１６を介して圧縮機１１に戻され
る。
（冷却水加熱用の冷媒循環回路９ｂ）
　この冷媒循環回路９ｂは、圧縮機１１と、第１の冷房冷媒配管１１ａの途中に接続され
た三方電磁切換弁（電磁弁）１７と、第１の外部熱交換器１２及びエバポレータ７ａと並
列に圧縮機１１の冷媒入口（図示せず）に接続されたバイパス冷媒配管Ｂｐと、バイパス
冷媒配管Ｂｐの途中に配設（介装）された冷媒用熱交換手段Ｈｔを有する。
（冷媒用熱交換手段Ｈｔ）
　この冷媒用熱交換手段Ｈｔは、冷媒凝縮用（冷却水加熱用）の第２の外部熱交換器１８
と、この第２の外部熱交換器１８で凝縮された高温・高圧の液体冷媒と他の流体との間で
熱の授受を行わせる最終外部熱交換手段Ａを有する。
（最終外部熱交換手段Ａ）
　この最終外部熱交換手段Ａは、第２の外部熱交換器１８で凝縮された高圧の液体冷媒の
熱を放熱させて低圧の液体冷媒にさせる第３の外部熱交換器１８ａと、第３の外部熱交換
器１８ａから吐出される（流出する）高温・高圧の液体冷媒を低圧の液体冷媒にする車室
１外の第２の膨張手段又は減圧手段１９と、第２の膨張手段又は減圧手段１９で膨張させ
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られた低圧の液体冷媒を蒸発させる冷媒蒸発用の第４の外部熱交換器（第２のエバポレー
タ即ち外部蒸発器）２０等を備えている。
【００３３】
　この第３の外部熱交換器１８ａと第４の外部熱交換器２０は一体に設けられていて、こ
の第４の外部熱交換器２０に第２の膨張手段又は減圧手段１９から流入する低圧の液体冷
媒は第３の外部熱交換器１８ａ内の高圧の液体冷媒の熱により加熱されて蒸発させられる
ようになっている。
（バイパス冷媒配管Ｂｐ）
　このバイパス冷媒配管Ｂｐは、三方電磁切換弁（電磁弁）１７と第２の外部熱交換器１
８の冷媒入口（図示せず）とを接続している第１バイパス冷媒配管１７ａと、第２の外部
熱交換器１８の冷媒出口（図示せず）と第３の外部熱交換器１８ａの冷媒入口（図示せず
）とを連通（接続）させるバイパス冷媒配管１８ｂを有する。
【００３４】
　このバイパス冷媒配管１８ｂは、一端が第２の外部熱交換器１８の冷媒出口（図示せず
）に接続された第２バイパス冷媒配管１８ｂ１と、一端が第３の外部熱交換器１８ａの冷
媒入口（図示せず）に接続された第３バイパス冷媒配管１８ｂ２を有する。
【００３５】
　しかも、バイパス冷媒配管Ｂｐは、一端が第４の外部熱交換器２０の冷媒出口（図示せ
ず）に接続された第４バイパス冷媒配管２０ａを有する。また、上述したように第１の一
方向弁１５の冷媒出口（図示せず）には第５の冷房冷媒配管１５ａの一端が接続され、こ
の第５の冷房冷媒配管１５ａの途中には第４バイパス冷媒配管２０ａの他端が接続されて
いる。
【００３６】
　この第２の一方向弁２１の冷媒出口（図示せず）は第５の冷房冷媒配管１５ａの途中に
接続されている。また、この第５の冷房冷媒配管１５ａの他端にはアキュームレータ１６
を介して圧縮機１１の冷媒入口（図示せず）が接続されている。
（第２の電磁切換手段）
　また、冷房用の冷媒循環回路９の第２，第３の冷房冷媒配管１３ａ１，１３ａ２間、及
び第２，第３バイパス冷媒配管１８ｂ１，１８ｂ２の他端間には、四方電磁切換弁４０が
第２の電磁切換手段として介装されている。
【００３７】
　ここで、第１の外部熱交換器１２から流出する液体冷媒が冷媒循環回路９の第２，第３
の冷媒配管１３ａ１，１３ａ２を介して第１の膨張手段又は減圧手段１４側へ流れる第１
冷媒流路ｆ１（図１参照）の流れを第１流れ（第１冷媒流れ）とし、第２の外部熱交換器
１８から流出する液体冷媒が第２，第３バイパス冷媒配管１８ｂ１，１８ｂ２を介して最
終外部熱交換手段Ａへ流れる第２冷媒流路ｆ２（図３参照）の流れを第２流れ（第２冷媒
流れ）とし、第２の外部熱交換器１８から流出する液体冷媒が第２バイパス冷媒配管１８
ｂ１及び冷房冷媒循環回路９ａの第３の冷房冷媒配管１３ａ２を介して第１の膨張手段又
は減圧手段１４側へ流れる第３冷媒流路ｆ３（図４参照）の流れを第３流れ（第３冷媒流
れ）とすると、四方電磁切換弁４０は第１～第３流れを切り換えることができるようにな
っている。
【００３８】
　即ち、第１の外部熱交換器１２から第１の膨張手段又は減圧手段１４への第１流れを形
成する第２，第３の冷房冷媒配管１３ａ１，１３ａ２内の流路（第２，第３の冷房冷媒配
管１３ａ１，１３ａ２に跨る流路）を第１冷媒流路ｆ１とし、第２の外部熱交換器１８か
ら最終外部熱交換手段Ａへの第２流れを形成する第２，第３バイパス冷媒配管１８ｂ１，
１８ｂ２内の流路（第２，第３バイパス冷媒配管１８ｂ１，１８ｂ２に跨る流路）を第２
冷媒流路ｆ２とし、第２の外部熱交換器１８から第１の膨張手段又は減圧手段１４側への
第３流れを形成する第２バイパス冷媒配管１８ｂ１および第３の冷房冷媒配管１３ａ２内
の流路（第２バイパス冷媒配管１８ｂ１と第３の冷房冷媒配管１３ａ２に跨る流路）を第
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３冷媒流路ｆ３としていて、四方電磁切換弁４０は第１～第３流れのための第１～第３冷
媒流路f1～ｆ３のいずれか一つが形成されるように切り換えることができるようになって
いる。
【００３９】
　そして、圧縮機１１から吐出される冷媒は、三方電磁切換弁１７，第１バイパス冷媒配
管１７ａ，第２の外部熱交換器１８，第２バイパス冷媒配管１８ｂ１，四方電磁切換弁４
０，第３バイパス冷媒配管１８ｂ２，第３の外部熱交換器１８ａ，第２の膨張手段又は減
圧手段１９，第４の外部熱交換器２０，第４バイパス冷媒配管２０ａ，第２の一方向弁２
１，アキュームレータ１６等の順に流れた後に、圧縮機１１に戻されて循環する第２の冷
凍サイクルを繰り返すことができるようになっている。
＜冷却水循環回路１０＞
　この冷却水循環回路１０は、エンジン３のウォータジャケット（図示せず）の冷却水出
口（図示せず）と冷却水入口（図示せず）とをヒータコア８ａを介して連通させる冷却水
循環流路２４を有する。この冷却水循環流路２４は、エンジン３のウォータジャケット（
図示せず）の冷却水出口（図示せず）とヒータコア８ａの冷却水入口（図示せず）を接続
する（連通させている）第１の冷却水流路２４ａと、ヒータコア８ａの冷却水入口（図示
せず）を接続する第１の冷却水出口（図示せず）とエンジン３のウォータジャケット（図
示せず）の冷却水入口（図示せず）とを接続する（連通させている）第２の冷却水流路２
４ｂを有する。尚、第１の冷却水流路２４ａ及び第２の冷却水流路２４ｂは、図示を省略
した冷却水配管内に形成される。
【００４０】
　また、冷却水循環流路２４の冷却水流路２４ａの途中には水用熱交換器２６が水用熱交
換手段として介装されている。この水用熱交換器２６は第２の外部熱交換器１８と一体に
設けられている。
【００４１】
　このように水用熱交換器２６は冷媒用の第２の外部熱交換器１８と一体に設けられて、
この水用熱交換器２６と第２の外部熱交換器１８との間で熱の授受を行うことができるよ
うになっている。この熱の授受により、圧縮機１１から第２の外部熱交換器１８に供給さ
れる高温高圧の圧縮冷媒の熱で第１の水用熱交換器２６内のエンジン冷却水を加熱すると
共に、この加熱によりガス状の高圧冷媒は第２の外部熱交換器１８内で吸熱されて凝集さ
れて凝縮し液体冷媒となる。
＜コントロールユニット（制御手段）＞
　上述した空調ユニット５の図示しないブロワ，圧縮機１１及び三方電磁切換弁１７，四
方電磁切換弁４０等は、図５の車両各部を制御するオートアンプ等のコントロールユニッ
ト（演算制御回路等の制御手段）２９により動作制御させられるようになっている。
【００４２】
　また、第１の冷却水流路２４ａの途中には、冷却水温度を検出して検出信号を水温信号
（温度信号）として出力する図示しない信号通信システムの水温検出センサ（水温検出手
段）３０が設けられている。この水温検出センサ３０からの検出信号はコントロールユニ
ット２９に入力されるようになっている。更に、コントロールユニット２９には、冷房ス
イッチ３１からの操作信号（ＯＮ・ＯＦＦ信号），暖房スイッチ３２及び除湿スイッチ３
３からの操作信号（ＯＮ・ＯＦＦ信号）等が入力されるようになっている。
【００４３】
　尚、水温検出センサ３０はエンジンのウオータジャケット、又は冷却水循環流路２４の
少なくとも一方に設け、信号通信システムを介してコントロールユニット２９に入力する
。
【００４４】
　更に暖房スイッチ３２はコントロールユニット２９により自動的に，あるいは乗員の手
動操作のいずれでも良い。
【００４５】
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　又、コントロールユニット２９には図示しない外気温度検出手段あるいは、圧縮機１１
の図示しないプーリー回転数検出手段であっても良い。
[作用]
　次に、このような構成の車両用空調装置の作用を説明する。
（１）．通常の冷房運転
　エンジン３の始動後に冷房スイッチ３１からのＯＮ信号がコントロールユニット２９に
入力されると、コントロールユニット２９は通常の冷房運転の制御を開始する。
【００４６】
　この際、コントロールユニット２９は、三方電磁切換弁１７を作動制御して、この三方
電磁切換弁１７により、圧縮機１１の冷媒出口（図示せず）とバイパス冷媒配管Ｂｐの第
１バイパス冷媒配管１７ａとの連通を遮断させると共に、圧縮機１１の冷媒出口（図示せ
ず）と第１の外部熱交換器１２の冷媒入口（図示せず）を連通させる。これに伴い、コン
トロールユニット２９は、四方電磁切換弁４０を作動制御して、四方電磁切換弁４０によ
り第２，第３バイパス冷媒配管１８ｂ１，１８ｂ２の連通を遮断させると共に、四方電磁
切換弁４０により第２，第３の冷媒配管１３ａ１，１３ａ２を連通させる。
【００４７】
　また、コントロールユニット２９は、ヒータユニット８のドア駆動装置（ドア駆動手段
）８ｃ１を作動制御して、ミックスドア８ｃによりヒータコア８ａのエア通路（図示せず
）の上流側を閉成すると共に、インテークユニット６ｂのドア駆動手段６ｃ１を作動制御
して、インテークユニット６ｂの外気取入口６ｂ１を閉成すると共に内気取入口６ｂ２を
開かせる。
【００４８】
　これに伴い、コントロールユニット２９は、ブロワ６ａを作動させて内気取入口６ｂ２
から車室１内の空気を吸い込ませる。この吸い込まれた空気は、風路５ａを流れてエバポ
レータ７ａの図示しないエア通路（エア風路）内を流れて通過した後、ヒータユニット８
のバイパス風路８ｂ，混合室８ｄを介して吹出口８ｅから車室１内に吹き出される。
【００４９】
　一方、コントロールユニット２９は、圧縮機１１を作動制御してガス状の冷媒（冷媒ガ
ス）の圧縮を開始し、高温高圧の圧縮冷媒を第１の冷房冷媒配管１１ａに吐出する。この
圧縮冷媒は、三方電磁切換弁１７を介して第１の外部熱交換器１２に供給されて、第１の
外部熱交換器１２で冷却され、凝縮されて凝縮し液体冷媒（冷媒液）となる。この凝縮冷
媒は、リキッドタンク１３に貯留された後、第２の冷媒配管１３ａ１，四方電磁切換弁４
０及び第３の冷媒配管１３ａ２を介して第１の膨張手段又は減圧手段１４に供給され、第
１の膨張手段又は減圧手段１４で膨張（減圧）される。
【００５０】
　この減圧された凝縮冷媒は、車室１内のエバポレータ７ａに供給されて、ブロワ６ａか
ら送風され且つエバポレータ７ａの図示しないエア通路を流れる車室１の空気の熱を吸収
し、空気の温度を低下させる。この温度が低下した空気は上述したように吹出口８ｅから
車室１内に吹き出されて、車室１内を冷房する。
【００５１】
　この際、吸熱により第１の膨張手段又は減圧手段１４からの液体冷媒（冷媒液）は蒸発
させられてガス状の冷媒（冷媒ガス）となり、この冷媒（冷媒ガス）は第４の冷房冷媒配
管７ａ１，第１の一方向弁１５，第５の冷房冷媒配管１５ａ，アキュームレータ１６等を
介して圧縮機１１に戻されて循環し、圧縮機１１で圧縮される。
（２）．外気温度が低い場合の通常の暖房運転
　また、車両の図示しないイグニッションスイッチをＯＮさせて、エンジン３を始動させ
ると、エンジン３のウォータジャケット（図示せず）のエンジン冷却水の水温が水温検出
センサ３０で検出され、この水温検出センサ３０から温度検出信号が出力され、この温度
検出信号がコントロールユニット２９に入力される。
【００５２】
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　この状態で、暖房スイッチ３２をＯＮさせて、このＯＮ信号を車両用空調装置４の暖房
運転の指令としてコントロールユニット２９に入力すると、コントロールユニット２９は
水温検出センサ３０の温度検出信号からエンジン冷却水の温度が車室１内の暖房に必要な
温度（所定温度）に達しているか否かを判断する。
【００５３】
　そして、コントロールユニット２９は、冬期等の外気温度が低い場合におけるエンジン
始動初期に、エンジン冷却水の温度（水温）が車室１内の暖房に必要な温度（所定温度）
に達していないと判断すると、三方電磁切換弁１７を作動制御する。
【００５４】
　この際、コントロールユニット２９は、三方電磁切換弁１７を作動制御して、三方電磁
切換弁１７により、圧縮機１１の冷媒出口（図示せず）と第１の外部熱交換器１２の冷媒
入口（図示せず）を遮断すると共に、圧縮機１１の冷媒出口（図示せず）とバイパス冷媒
配管Ｂｐ（バイパス流路）の第１バイパス冷媒配管１７ａとを連通させる。この状態では
、圧縮機１１を作動させても、冷媒が第１の外部熱交換器１２，リキッドタンク１３，第
１の膨張手段又は減圧手段１４，エバポレータ７ａ等を流れることはない。これに伴い、
コントロールユニット２９は、四方電磁切換弁４０を作動制御して、四方電磁切換弁４０
により第２，第３バイパス冷媒配管１８ｂ１，１８ｂ２を連通させると共に、四方電磁切
換弁４０により第２，第３の冷媒配管１３ａ１，１３ａ２との連通を遮断させせる。
【００５５】
　一方、コントロールユニット２９は、ヒータユニット８のドア駆動装置８ｃ１を作動制
御して、ミックスドア８ｃによりヒータコア８ａのエア通路（図示せず）の上流側を開く
と共に、インテークユニット６ｂのドア駆動手段６ｃ１を作動制御して、インテークユニ
ット６ｂの外気取入口６ｂ１を閉成すると共に内気取入口６ｂ２を開かせる。
【００５６】
　この状態で、コントロールユニット２９は、ブロワ６ａを作動させて内気取入口６ｂ２
から車室１内の空気を吸い込ませる。この吸い込まれた空気は、風路５ａを流れてエバポ
レータ７ａの図示しないエア通路（エア風路）内を流れて通過した後、ヒータユニット８
のエア通路（図示せず），混合室８ｄを介して吹出口８ｅから車室１内に吹き出される。
この状態で、圧縮機１１を作動させても、エバポレータ７ａには上述したように冷媒が供
給されていないので、ブロワ６ａで送風される空気がエバポレータ７ａのエア通路（図示
せず）内を流れて透過しても、空気がエバポレータ７ａで冷却されることはない。
【００５７】
　また、コントロールユニット２９は、圧縮機１１を作動させて冷媒ガスを圧縮させ、高
温の圧縮冷媒を第１の冷房冷媒配管１１ａに吐出させる。この圧縮冷媒は、三方電磁切換
弁１７，バイパス冷媒配管Ｂｐの第１バイパス冷媒配管１７ａ，第２の外部熱交換器１８
，第２バイパス冷媒配管１８ｂ１，四方電磁切換弁４０，第３バイパス冷媒配管１８ｂ２
，第３の外部熱交換器１８ａ，第２の膨張手段又は減圧手段１９，第４の外部熱交換器２
０，第４バイパス冷媒配管２０ａ，第２の一方向弁２１，アキュームレータ１６等の順に
流れて圧縮機１１に戻され循環する。
【００５８】
　この際、圧縮冷媒は第２の外部熱交換器１８で放熱され凝集して高圧の液体冷媒（高圧
液体冷媒）になり、この液体冷媒は第２の膨張手段又は減圧手段で膨張されて低圧の液体
冷媒になった後に第３の外部熱交換器１８ａに流入する。この第３の外部熱交換器１８ａ
に流入した液体冷媒の熱は、第４の外部熱交換器２０内の冷媒に吸熱されて、第４の外部
熱交換器２０内の冷媒を加熱するので、第２の膨張手段又は減圧手段１９に供給される液
体冷媒の圧力が低下させられる。
【００５９】
　この圧力が低下させられた液体冷媒は、第２の膨張手段又は減圧手段１９で膨張・減圧
させられて第４の外部熱交換器２０内に流入し、この低圧の液体冷媒は第３の外部熱交換
器１８ａからの熱を第４の外部熱交換器２０内で吸収して蒸発させられて冷媒ガスとなる
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。この蒸発させられた冷媒ガスは、第４バイパス冷媒配管２０ａ，第２の一方向弁２１，
アキュームレータ１６を介して圧縮機１１に戻される。
【００６０】
　また、エンジン３の図示しないウォータジャケット内のエンジン冷却水は、図示しない
ウォータポンプによりウォータジャケットから吐出させられて、水用熱交換器２６に供給
される。このエンジン冷却水は、水用熱交換器２６を介してヒータコア８ａ内に流入した
後、ヒータコア８ａから流出してエンジン３のウォータジャケット（図示せず）に戻され
て循環する。
【００６１】
　これに伴い、圧縮冷媒は、第２の外部熱交換器１８を流れる際に、第２の外部熱交換器
１８と水用熱交換器２６との間で熱の授受を行い、水用熱交換器２６内をヒータコア８ａ
側に流れるエンジン冷却水を加熱する。
【００６２】
　この第２の外部熱交換器１８及び水用熱交換器２６で加熱されたエンジン冷却水は、ヒ
ータコア８ａに供給されて、ヒータコア８ａのエア通路（図示せず）を流れる空気を加熱
して暖める。そして、この暖められた空気は、吹出口８ｅから車室１内に吹き出されて車
室１内を暖めることになる。
（３）．除湿暖房運転
　また、コントロールユニット２９は、除湿スイッチ３３からの操作信号（ＯＮ信号）が
入力されると、四方電磁切換弁４０を作動制御して、（２）の通常の暖房運転状態の冷媒
流れを変更させる。
【００６３】
　即ち、コントロールユニット２９は、除湿スイッチ３３からの操作信号（ＯＮ信号）が
入力されると、四方電磁切換弁４０を作動制御して、四方電磁切換弁４０により第２バイ
パス冷媒配管１８ｂ１と第３の冷媒配管１３ａ２とを連通させると共に、四方電磁切換弁
４０により第２，第３バイパス冷媒配管１８ｂ１，１８ｂ２の連通を遮断させ、且つ四方
電磁切換弁４０により第２，第３の冷媒配管１３ａ１，１３ａ２の連通を遮断させること
により、第２の外部熱交換器１８から流出する液体冷媒を第２バイパス冷媒配管１８ｂ１
及び第３の冷媒配管１３ａ２を介して第１の膨張手段又は減圧手段１４に流入させる。
【００６４】
　この第１の膨張手段又は減圧手段１４に流入する高圧の液体冷媒は、第１の膨張手段又
は減圧手段１４で膨張（減圧）されて、低圧の液体冷媒になる。
【００６５】
　この減圧された凝縮冷媒は、車室１内のエバポレータ７ａに供給されて、ブロワ６ａか
ら送風され且つエバポレータ７ａの図示しないエア通路を流れる車室１の空気の熱を吸収
して、このエア通路を流れる空気の温度を低下させる。この際、この空気に含まれる水分
は、エバポレータ７ａの熱交換部の外表面に結露させられ、除湿される。この除湿された
空気は、上述したようにヒータコア８ａ内の図示しないエア通路を流れて加熱され（暖め
られ）た後に、吹出口８ｅから車室１内に吹き出されて、車室１内を暖房する。
【００６６】
　一方、第１の膨張手段又は減圧手段１４からエバポレータ７ａに流入する液体冷媒（冷
媒液）は、エバポレータ７ａによる室内空気の除湿の際に、蒸発させられてガス状の冷媒
（冷媒ガス）となり、この冷媒（冷媒ガス）は第４の冷房冷媒配管７ａ１，第１の一方向
弁１５，第５の冷房冷媒配管１５ａ，アキュームレータ１６等を介して圧縮機１１に戻さ
れて循環し、圧縮機１１で圧縮される。
（変形例）
[構成]
　以上説明した実施例では、エンジン３の図示しないウォータジャケットから吐出される
エンジン冷却水は、水用熱交換手段としての水用熱交換器２６を介してヒータコア８ａに
供給されるように設けられていると共に、水用熱交換器２６内を流れる際に第２の外部熱
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交換器１８により加熱可能に設けた例を示したが、必ずしもこれに限定されるものではな
い。例えば、図６ように構成することもできる。尚、図１～図５と同じ部材又は類似する
部材には、図１～図５で用いた符号と同じ符号を付して、その説明を省略する。
【００６７】
　この図６では、エンジン３のウォータジャケット（図示せず）の冷却水出口（図示せず
）と冷却水入口（図示せず）とをヒータコア８ａを介して連通させる冷却水循環流路２４
を設け、この冷却水循環流路２４の途中に水用熱交換手段２５を設けている。
【００６８】
　この水用熱交換手段２５は、エンジン３の図示しないウォータジャケットからヒータコ
ア８ａに供給されるエンジン冷却水を流す第１の水用熱交換器２６と、ヒータコア８ａか
らエンジン３の図示しないウォータジャケットに戻されるエンジン冷却水を流す第２の水
用熱交換器２７を有する。
【００６９】
　また、図６では、上述した図１の第３の外部熱交換器１８ａを省略して、図１の第４の
外部熱交換器２０をこの変形例では第３の外部熱交換器（最終外部熱交換手段）２０′と
している。
【００７０】
　しかも、第１の水用熱交換器２６と第２の外部熱交換器１８とを一体に設けて、第１の
水用熱交換器２６と第２の外部熱交換器１８との間で熱の授受を行うことができるように
すると共に、第２の外部熱交換器１８と第３の外部熱交換器２０′とを一体に設けて、第
２の外部熱交換器１８と第３の外部熱交換器２０′との間で熱の授受を行うことができる
ようにしている。尚、上述した外部熱交換器２０と第２の一方向弁２１を連通させている
図１の第４バイパス冷媒配管２０ａは、この変形例では第２バイパス冷媒配管２０ａ′と
なる。
【００７１】
　また、図６にＦ１で示したように冷媒を第２冷媒配管１３ａ１から第３の冷媒配管１３
ａ２側へ流して圧縮機１１に循環させる流路を第１冷媒流路し、図７にＦ２で示したよう
に冷媒を第２の外部熱交換器１８から第３の外部熱交換器２０′へ冷媒を圧縮機１１に循
環させる流路を第２冷媒流路とし、図８にＦ３で示したように第２の外部熱交換器１８か
ら吐出する冷媒を第３の冷媒配管１３ａ２側に流して圧縮機１１に循環させる流路を第３
冷媒流路とする。
【００７２】
　ここで、第２，第３の冷媒配管１３ａ１，１３ａ２内には第１冷媒流路Ｆ１の一部が第
１液体冷媒流路として形成され、第２の外部熱交換器１８から第３の外部熱交換器２０′
との間には第２冷媒流路Ｆ２の一部が第２液体冷媒流路として形成されている。また、第
２の外部熱交換器１８の冷媒出口（図示せず）と第２，第３の冷媒配管１３ａ１，１３ａ
２とを接続させる冷媒配管１８ｃが設けられ、この冷媒配管１８ｃ内には第３冷媒流路Ｆ
３の一部が第３液体冷媒流として形成されている。尚、第２の膨張手段又は減圧手段１９
は、第２液体冷媒流路途中に設けられている。
【００７３】
　更に、第１の外部熱交換器１２から第１の膨張手段又は減圧手段１４側への第１流れと
、第２の外部熱交換器１８から第３の外部熱交換器２０′への第２流れと、第２の外部熱
交換器１８から第１の膨張手段又は減圧手段１４側への第３流れとを切り換える第２の電
磁切換手段４１が設けられている。
【００７４】
　この第２の電磁切換手段４１は、冷媒配管１８ｃと第２、第３の冷媒配管１３ａ１，１
３ａ２との間に介装されて、第３の冷媒配管１３ａ２を第２の冷媒配管１３ａ１と冷媒配
管１８ｃのいずれか一方に連通させる三方電磁切換弁（第２の電磁切換弁）４２を有する
。また、第２の電磁切換手段４１は、三方電磁切換弁４２の冷媒入口（図示せず）と冷媒
配管１８ｃ及び第２の膨張手段又は減圧手段１９の冷媒入口（図示せず）との間に介装さ
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れて、第２の外部熱交換器１８の冷媒出口（図示せず）を第２の膨張手段又は減圧手段１
９の冷媒入口（図示せず）と冷媒配管１８ｃとのいずれか一方に連通させる三方電磁切換
弁（第３の電磁切換弁）４３を有する。
【００７５】
　そして、この第２，第３の三方電磁切換弁４２，４３は、図９に示したコントロールユ
ニット２９により作動制御されて、第１の外部熱交換器１２と第１の膨張手段又は減圧手
段側１４への第１流れと、第２の外部熱交換器１８から最終外部熱交換手段である第３の
外部熱交換器２０′への第２流れと、第２の外部熱交換器１８から第１の膨張手段又は減
圧手段１４側への第３流れとを切り換えるようになっている。
[変形例の作用]
　次に、このような構成の冷媒の流れ及び作用を説明する。
（i）．通常の冷房運転
　エンジン３の始動後に冷房スイッチ３１からのＯＮ信号がコントロールユニット２９に
入力されると、コントロールユニット２９は通常の冷房運転の制御を開始する。
【００７６】
　この際、コントロールユニット２９は、三方電磁切換弁１７を作動制御して、この三方
電磁切換弁１７により、圧縮機１１の冷媒出口（図示せず）すなわち第１の冷房冷媒配管
１１ａとバイパス冷媒配管Ｂｐの第１バイパス冷媒配管１７ａとの連通を遮断させると共
に、圧縮機１１の冷媒出口（図示せず）と第１の外部熱交換器１２の冷媒入口（図示せず
）を連通させる。これに伴い、コントロールユニット２９は、三方電磁切換弁４２を作動
制御して、三方電磁切換弁４２により第２，第３の冷房冷媒配管１３ａ１，１３ａ２を連
通させると共に、第３の冷房冷媒配管１３ａ２と冷媒配管１８ｃとの連通を遮断させる。
【００７７】
　また、コントロールユニット２９は、ヒータユニット８のドア駆動装置８ｃ１を作動制
御して、ミックスドア８ｃによりヒータコア８ａのエア通路（図示せず）の上流側を閉成
すると共に、インテークユニット６ｂのドア駆動手段６ｃ１を作動制御して、インテーク
ユニット６ｂの外気取入口６ｂ１を閉成すると共に内気取入口６ｂ２を開かせる。
【００７８】
　これに伴い、コントロールユニット２９は、ブロワ６ａを作動させて内気取入口６ｂ２
から車室１内の空気を吸い込ませる。この吸い込まれた空気は、風路５ａを流れてエバポ
レータ７ａの図示しないエア通路（エア風路）内を流れて通過した後、ヒータユニット８
のバイパス風路８ｂ，混合室８ｄを介して吹出口８ｅから車室１内に吹き出される。
【００７９】
　一方、コントロールユニット２９は、圧縮機１１を作動制御してガス状の冷媒（冷媒ガ
ス）の圧縮を開始し、高温高圧の圧縮冷媒を第１の冷房冷媒配管１１ａに吐出する。この
圧縮冷媒は、三方電磁切換弁１７を介して第１の外部熱交換器１２に供給されて、第１の
外部熱交換器１２で冷却され、凝縮されて凝縮し液体冷媒（冷媒液）となる。この凝縮冷
媒は、リキッドタンク１３に貯留された後、第２の冷媒配管１３ａ１，三方電磁切換弁４
２及び第３の冷媒配管１３ａ２を介して第１の膨張手段又は減圧手段１４に供給され、第
１の膨張手段又は減圧手段１４で膨張（減圧）される。
【００８０】
　この減圧された凝縮冷媒は、車室１内のエバポレータ７ａに供給されて、ブロワ６ａか
ら送風され且つエバポレータ７ａの図示しないエア通路を流れる車室１の空気の熱を吸収
し、空気の温度を低下させる。この温度が低下した空気は上述したように吹出口８ｅから
車室１内に吹き出されて、車室１内を冷房する。
【００８１】
　この際、吸熱により第１の膨張手段又は減圧手段１４からの液体冷媒（冷媒液）は蒸発
させられてガス状の冷媒（冷媒ガス）となり、この冷媒（冷媒ガス）は第４の冷媒配管７
ａ１，第１の一方向弁１５，アキュームレータ１６を介して圧縮機１１に戻されて循環し
、圧縮機１１で圧縮される。
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（ii）．外気温度が低い場合の通常の暖房運転
　また、車両の図示しないイグニッションスイッチをＯＮさせて、エンジン３を始動させ
ると、エンジン３のウォータジャケット（図示せず）のエンジン冷却水の水温が水温検出
センサ３０で検出され、この水温検出センサ３０から温度検出信号が出力され、この温度
検出信号がコントロールユニット２９に入力される。
【００８２】
　この状態で、暖房スイッチ３２をＯＮさせて、このＯＮ信号を車両用空調装置４の暖房
運転の指令としてコントロールユニット２９に入力すると、コントロールユニット２９は
水温検出センサ３０の温度検出信号からエンジン冷却水の温度が車室１内の暖房に必要な
温度（所定温度）に達しているか否かを判断する。
【００８３】
　そして、コントロールユニット２９は、冬期等の外気温度が低い場合におけるエンジン
始動初期に、エンジン冷却水の温度（水温）が車室１内の暖房に必要な温度（所定温度）
に達していないと判断すると、三方電磁切換弁１７を作動制御する。
【００８４】
　この際、コントロールユニット２９は、三方電磁切換弁１７を作動制御して、三方電磁
切換弁１７により、圧縮機１１の冷媒出口（図示せず）すなわち第１の冷房冷媒配管１１
ａと第１の外部熱交換器１２の冷媒入口（図示せず）を遮断すると共に、圧縮機１１の冷
媒出口（図示せず）すなわち第１の冷房冷媒配管１１ａとバイパス冷媒配管Ｂｐ（バイパ
ス流路）の第１バイパス冷媒配管１７ａとを連通させる。この状態では、圧縮機１１を作
動させても、冷媒が第１の外部熱交換器１２，リキッドタンク１３，第１の膨張手段又は
減圧手段１４，エバポレータ７ａ等を流れることはない。
【００８５】
　これに伴い、コントロールユニット２９は、三方電磁切換弁４３を作動制御して、三方
電磁切換弁４３により第２の外部熱交換器１８の冷媒出口（図示せず）と冷媒配管１８ｃ
との連通を遮断させると共に、三方電磁切換弁４３により第２の外部熱交換器１８の冷媒
出口（図示せず）第２の膨張手段又は減圧手段１９とを連通させる。
【００８６】
　一方、コントロールユニット２９は、ヒータユニット８のドア駆動装置８ｃ１を作動制
御して、ミックスドア８ｃによりヒータコア８ａのエア通路（図示せず）の上流側を開く
と共に、インテークユニット６ｂのドア駆動手段６ｃ１を作動制御して、インテークユニ
ット６ｂの外気取入口６ｂ１を閉成すると共に内気取入口６ｂ２を開かせる。
【００８７】
　この状態で、コントロールユニット２９は、ブロワ６ａを作動させて内気取入口６ｂ２
から車室１内の空気を吸い込ませる。この吸い込まれた空気は、風路５ａを流れてエバポ
レータ７ａの図示しないエア通路（エア風路）内を流れて通過した後、ヒータユニット８
のエア通路（図示せず），混合室８ｄを介して吹出口８ｅから車室１内に吹き出される。
この状態で、圧縮機１１を作動させても、エバポレータ７ａには上述したように冷媒が供
給されていないので、ブロワ６ａで送風される空気がエバポレータ７ａのエア通路（図示
せず）内を流れて透過しても、空気がエバポレータ７ａで冷却されることはない。
【００８８】
　また、エンジン３の作動によりエンジン３の図示しないウォータジャケット内のエンジ
ン冷却水は、図示しないウォータポンプによりウォータジャケットから吐出させられて、
水用熱交換器２６に供給される。このエンジン冷却水は、水用熱交換器２６を介してヒー
タコア８ａ内に流入した後、ヒータコア８ａから流出して第２の水用熱交換器２７を介し
てエンジン３のウォータジャケット（図示せず）に戻されて循環する。
【００８９】
　更に、コントロールユニット２９は、圧縮機１１を作動させて冷媒ガスを圧縮させ、高
温の圧縮冷媒を第１の冷房冷媒配管１１ａに吐出させる。この圧縮冷媒は、三方電磁切換
弁１７，バイパス冷媒配管Ｂｐの第１バイパス冷媒配管１７ａ，第２の外部熱交換器１８
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，三方電磁切換弁４３，第２の膨張手段又は減圧手段１９，第３の外部熱交換器２０′，
第２バイパス冷媒配管２０ａ′，第２の一方向弁２１，アキュームレータ１６等の順に流
れて圧縮機１１に戻され循環する。
【００９０】
　この際、第２の外部熱交換器１８内を流れる高温・高圧の圧縮冷媒は、第２の外部熱交
換器１８で放熱されて第１の水用熱交換器２６内をヒータコア８ａ側に流れるエンジン冷
却水を加熱する。この第２の外部熱交換器１８及び水用熱交換器２６で加熱されたエンジ
ン冷却水は、ヒータコア８ａに供給されて、ヒータコア８ａのエア通路（図示せず）を流
れる空気を加熱して暖める。そして、この暖められた空気は、吹出口８ｅから車室１内に
吹き出されて車室１内を暖めることになる。これに伴い、第２の外部熱交換器１８内を流
れる高温・高圧の圧縮冷媒は、第２の外部熱交換器１８で放熱して凝集して高圧の液体冷
媒（高圧液体冷媒）になり、この液体冷媒は第２の膨張手段又は減圧手段１９で膨張され
て低圧の液体冷媒になる。
【００９１】
　この圧力が低下させられた液体冷媒は、第３の外部熱交換器２０′内に流入して、ヒー
タコア８ａから流出して第２の水用熱交換器２７内を流れるエンジン冷却水により加熱さ
れて、第３の外部熱交換器２０′内で吸収して蒸発させられて冷媒ガスとなる。この蒸発
させられた冷媒ガスは、第２バイパス冷媒配管２０ａ′，第２の一方向弁２１，アキュー
ムレータ１６を介して圧縮機１１に戻される。
（iii）．除湿暖房運転
　また、コントロールユニット２９は、除湿スイッチ３３からの操作信号（ＯＮ信号）が
入力されると、三方電磁切換弁４２，４３を作動制御して、（ii）の通常の暖房運転状態
の冷媒流れを変更させる。
【００９２】
　即ち、コントロールユニット２９は、除湿スイッチ３３からの操作信号（ＯＮ信号）が
入力されると、三方電磁切換弁４２を作動制御して、三方電磁切換弁４２により第２，第
３の冷媒配管１３ａ１，１３ａ２の連通を遮断させると共に、三方電磁切換弁４３により
冷媒配管１８ｃと第３の冷媒配管１３ａ２を連通させる。これに伴い、コントロールユニ
ット２９は、三方電磁切換弁４３を作動制御して、三方電磁切換弁４３により第２の外部
熱交換器１８の冷媒出口（図示せず）と第２の膨張手段又は減圧手段１９との連通を遮断
させると共に、三方電磁切換弁４３により第２の外部熱交換器１８の冷媒出口（図示せず
）と冷媒配管１８ｃとを連通させる。
【００９３】
　これにより、第２の外部熱交換器１８から流出する液体冷媒は、三方電磁切換弁４３，
冷媒配管１８ｃ，三方電磁切換弁４２，及び第３の冷媒配管１３ａ２を介して第１の膨張
手段又は減圧手段１４に流入させられる。
【００９４】
　この第１の膨張手段又は減圧手段１４に流入する高圧の液体冷媒は、第１の膨張手段又
は減圧手段１４で膨張（減圧）されて、低圧の液体冷媒になる。
【００９５】
　この減圧された凝縮冷媒は、車室１内のエバポレータ７ａに供給されて、ブロワ６ａか
ら送風され且つエバポレータ７ａの図示しないエア通路を流れる車室１の空気の熱を吸収
して、このエア通路を流れる空気の温度を低下させる。この際、この空気に含まれる水分
は、エバポレータ７ａの熱交換部の外表面に結露させられ、除湿される。この除湿された
空気は、上述したようにヒータコア８ａ内の図示しないエア通路を流れて加熱され（暖め
られ）た後に、吹出口８ｅから車室１内に吹き出されて、車室１内を暖房する。
【００９６】
　一方、第１の膨張手段又は減圧手段１４からエバポレータ７ａに流入する液体冷媒（冷
媒液）は、エバポレータ７ａによる室内空気の除湿の際に、蒸発させられてガス状の冷媒
（冷媒ガス）となり、この冷媒（冷媒ガス）は第４の冷房冷媒配管７ａ１，第１の一方向
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弁１５，第５の冷房冷媒配管１５ａ，アキュームレータ１６を介して圧縮機１１に戻され
て循環し、圧縮機１１で圧縮される。
（その他１）
　以上説明したように、この発明の実施の形態の車両用空調装置は、冷媒を、エンジン駆
動される圧縮機１１，車室１外の冷媒凝縮用の第１の外部熱交換器１２，第１の膨張手段
又は減圧手段１４，車室内の空気冷却及び液体冷媒蒸発用の内部熱交換器（エバポレータ
７ａ）の順に循環させる冷房用冷媒循環回路（９）と、エンジン冷却水をエンジンのウォ
ータジャケットと車室１内のヒータコアとの間で循環させる暖房用冷却水循環回路（１０
）を有する。
【００９７】
　また、車両用空調装置は、前記第１の外部熱交換器１２及び前記内部熱交換器（エバポ
レータ７ａ）と並列に前記圧縮機１１に接続されたバイパス流路と、並列に設けられたバ
イパス流路（第１バイパス冷媒配管１７ａ内のバイパス流路）と、前記圧縮機１１の冷媒
吐出口を前記第１の外部熱交換器１２と前記バイパス流路（第１バイパス冷媒配管１７ａ
内のバイパス流路）とのいずれかに切り換え連通させる電磁切換弁（三方電磁切換弁１７
）を有する。
【００９８】
　更に、車両用空調装置は、前記ウォータジャケットと前記ヒータコア８ａとの間に流路
途中に介装された水用熱交換手段２５及び前記バイパス流路の途中に設けられて前記水用
熱交換手段２５との間で熱の授受を行う冷媒用熱交換手段を有する冷却水加熱用熱交換手
段と、前記エンジン冷却水の温度を検出して温度信号を出力する水温検出センサ３０を備
えている。
【００９９】
　更に、車両用空調装置は、前記エンジン駆動時の前記エンジン冷却水の温度が所定値以
下のときに前記冷房回路（冷房冷媒循環回路９ａ）の圧縮機１１を作動させると共に前記
電磁切換弁（三方電磁切換弁１７）を作動制御して前記圧縮機１１の冷媒吐出口を前記バ
イパス流路に連通させる制御手段（コントロールユニット２９）を有する。
【０１００】
　また、前記冷媒用熱交換手段は、前記バイパス流路（第１バイパス冷媒配管１７ａ内の
バイパス流路）の途中に設けられた冷媒凝縮用の第２の外部熱交換器１８と、前記第２の
外部熱交換器１８からの液体冷媒を蒸発させて前記圧縮機１１に戻す最終外部熱交換手段
を備えている。しかも、前記水用熱交換手段は前記ウォータジャケットと前記ヒータコア
８ａとの間を流れるエンジン冷却水を流す水用熱交換器（第１，第２の水用熱交換器２６
，２７の少なくとも一方）を備え、前記第２の外部熱交換器１８は前記水用熱交換器（第
１，第２の水用熱交換器２６，２７の少なくとも一方）内のエンジン冷却水を加熱可能に
設けられている。その上、前記第１の外部熱交換器１２と前記第１の膨張手段又は減圧手
段１４側への第１流れと、前記第２の外部熱交換器１８から前記最終外部熱交換手段への
第２流れと、前記第２の外部熱交換器１８から前記第１の膨張手段又は減圧手段１４側へ
の第３流れとを切り換える第２の電磁切換手段（四方電磁切換弁４０）が設けられている
。
【０１０１】
　この構成によれば、簡単な構成で、外気温度が低い場合におけるエンジン始動初期にエ
ンジン冷却水を用いて車室内の暖房を行う際に、エンジン冷却水の温度を急速に上昇させ
ることができる。しかも、第２の電磁切換手段により第３の流れに切り換えることで、除
湿運転ができる。
（その他２）
　また、この発明の実施の形態の車両用空調装置において、前記第１の外部熱交換器１２
と前記第１の膨張手段又は減圧手段１４との間の流路を第１流路とし、前記第２の外部熱
交換器１８から前記最終外部熱交換手段への流路を第２流路としたとき、前記第２の電磁
切換手段は前記第１，第２流路の途中に介装された第２の電磁切換弁（四方電磁切換弁４



(18) JP 2010-159008 A 2010.7.22

10

20

30

40

50

０）である。
【０１０２】
　この構成によれば、第１，第２流路の途中に介装された第２の電磁切換手段により第３
の流れに切り換えることで、除湿運転ができる。
（その他３）
　また、この発明の実施の形態の車両用空調装置において、前記水用熱交換器２６は前記
ウォータジャケットから前記ヒータコア８ａにエンジン冷却水を流す流路途中に設けられ
ている。
【０１０３】
　この構成によれば、外気温度が低い場合におけるエンジン始動初期にエンジン冷却水を
用いて車室内の暖房を行う際に、ウォータジャケットからヒータコア８ａに流れるエンジ
ン冷却水の温度を急速に上昇させることができる。
（その他４）
　また、この発明の実施の形態の車両用空調装置において、前記最終外部熱交換手段は、
前記第２の外部熱交換器１８からの液体冷媒の放熱をさせて低温の液体冷媒にする第３の
外部熱交換器１８ａと、前記第３の外部熱交換器１８ａから吐出される液体冷媒を低圧に
する第２の膨張手段又は減圧手段１９と、前記第２の膨張手段又は減圧手段１９で低圧に
された液体冷媒を前記第３の外部熱交換器１８ａからの熱で加熱して蒸発可能に前記第３
の外部熱交換器１８ａと一体に設けられた第４の外部熱交換器２０を備えている。
【０１０４】
　この構成によれば、第３の外部熱交換器１８ａの液体冷媒の圧力を下げることができる
と共に、第３の外部熱交換器１８ａにより第４の外部熱交換器２０内に流入する液体冷媒
の蒸発を促進させることができる。
（その他５）
　また、この発明の実施の形態の車両用空調装置において、前記水用熱交換手段２５は前
記ウォータジャケットから前記ヒータコア８ａにエンジン冷却水を流す流路途中に設けら
れた第１の水用熱交換器２６及び前記ヒータコア８ａから前記ウォータジャケットにエン
ジン冷却水を流す流路途中に設けられた第２の水用熱交換器２７を備えている。しかも、
前記第１の水用熱交換器２６内のエンジン冷却水は前記第２の外部熱交換器１８で加熱可
能に設けられ、前記第２の水用熱交換器２７内のエンジン冷却水は前記最終外部熱交換手
段内の冷媒を加熱可能に設けられている。また、前記第１の外部熱交換器１２と前記第１
の膨張手段又は減圧手段１４との間の流路を第１流路とし、前記第２の外部熱交換器１８
から前記最終外部熱交換手段への流路を第２流路としたとき、前記第１，第２流路を連通
させる第３流路が更に設けられている。その上、前記第２の電磁切換手段４１は、前記第
１流路途中と前記第３流路との間に介装された第２の電磁切換弁（三方電磁切換弁４２）
および前記第２流路の途中と前記第３流路との間に介装された第３の電磁切換弁（三方電
磁切換弁４３）を有する。
【０１０５】
　この構成によれば、外気温度が低い場合におけるエンジン始動初期にエンジン冷却水を
用いて車室内の暖房を行う際に、ウォータジャケットからヒータコア８ａに流れるエンジ
ン冷却水の温度を急速に上昇させることができると共に、ヒータコア８ａからウォータジ
ャケットに流れるエンジン冷却水で最終外部熱交換手段内の冷媒を加熱して液体冷媒の蒸
発を促進させることができる。
【０１０６】
　更に、この発明の実施の形態において、アキュームレータ１６は第１の一方向弁１５及
び第２の一方向弁２１の下流側へ配置した例を示したが、これに限定されない。例えば、
アキュームレータ１６は第１の一方向弁１５の下流側であり且つ第２の一方向弁２１を配
置する第３バイパス冷媒配管２０ａと第４の冷媒配管１５ａとの接続部の上流側に配置さ
せても良く、又は、第２の一方向弁２１の上流側に配置させても良い。このようにアキュ
ームレータ１６を配置することにより、エンジン始動初期もしくは、低外気時に発生する
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冷媒ガスの液化現象をアキュームレータ１６内に貯留させることで水用熱交換手段Ｈｔ、
２５である、第１水用熱交換器２６、第２水用熱交換器２７との間に介在する第２の外部
熱交換器１８との熱交換のロスが低減され、エンジン冷却水の温度を急速に上昇させるこ
とができると共に即暖性が確保でき、車室内を快適に成し得る。
【符号の説明】
【０１０７】
１・・・車室
３・・・エンジン
７ａ・・・エバポレータ（内部熱交換器）
８ａ・・・ヒータコア
９ａ・・・冷房冷媒循環回路
１０・・・冷却水循環回路
１１・・・圧縮機
１２・・・第１の外部熱交換器
１４・・・第１の膨張手段又は減圧手段
１７・・・三方電磁切換弁（電磁切換弁）
１７ａ・・・第１バイパス冷媒配管（バイパス流路）
１８・・・第２の外部熱交換器
１８ａ・・・第３の外部熱交換器
１９・・・第２の膨張手段又は減圧手段
２０・・・第４の外部熱交換器
２５・・・水用熱交換手段
２６・・・第１の水用熱交換器
２７・・・第２の水用熱交換器
２９・・・コントロールユニット（制御手段）
３０・・・水温検出センサ
４０・・・四方電磁切換弁（第２の電磁切換手段）
４１・・・第２の電磁切換手段
４２・・・三方電磁切換弁（第２の電磁切換弁）
４３・・・三方電磁切換弁（第３の電磁切換弁）
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